
１１／１３（月）包括連携協定を締結している砺波市さまの職員向けセミナー
として、カーボンニュートラルサポートセミナーを開催しました。
（セミナー時間：１時間 参加者３７名）
（当社参加者：川本室長・野澤次長・小西）

講師はインターリスク総研の加藤さんでした。

セミナー内容は以下のとおり
Ⅰ．カーボンニュートラルとは
Ⅱ．自治体に求められる脱炭素取組
Ⅲ．産業・運輸部門の削減行動
Ⅳ．取組紹介

砺波市さまにおいても「２０５０年カーボンニュートラル」実現に向け、全庁的に
取り組まれることとなり、職員さま向けの本セミナーを開催いただきました。
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砺波市でカーボンニュートラルサポートセミナーを開催！
～カーボンニュートラル実現に向けた取組について～

セミナー風景＆アンケートより

地域を守るために

【アンケートより】
◆家での行動でも見直す点が分かったため、今日から実践していくことで、
自分・家族の意識改革からやっていこうと思えました。
ご講義ありがとうございました。
◆基礎的な事から、自治体に関する事項まで盛り込まれていたので、
職員が身近な問題と認識できたと思い
ます。
◆砺波市でも取り組める具体的な事例を
知りたくなりました。丁寧で聞きやすい
講義でした。ありがとうございました。
◆まず自分の身の回りで何ができるか
見直ししてみます。

中小企業が取り組む５つメリット
（環境省「中小規模事業者のための脱炭素経営ハンドブック」より）

①優位性の構築

②光熱費・燃料費の低減

③知名度・認知度の向上

④社員のモチベーション向上・人材獲得力強化

⑤資金調達の優位性


